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北摂・丹波支部

医科・歯科あわせて 144 人参加
　

協
会
は
３
月
と
４
月
に
県
下

各
地
で
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

を
開
催
。
医
科
・
歯
科
あ
わ
せ

て
21
会
場
に
３
０
６
４
人
が
参

加
し
た
。
北
摂
・
丹
波
支
部
は

３
月
26
日
に
医
科
の
診
療
報
酬

改
定
研
究
会
を
、
３
月
22
日
に

歯
科
の
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

を
、
三
田
市
・
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー

ル
で
開
催
し
た
。

　

医
科
の
研
究
会
は
、
廣
瀬

智
支
部
幹
事
が
講
師
、
森
下

順
彦
支
部
長
が
司
会
を
務
め
、

１
０
７
人
が
参
加
し
た
。
歯
科

の
研
究
会
は
、
福
田
俊
明
・
中

西
透
・
小
寺
修
支
部
幹
事
、
鈴

田
明
彦
理
事
が
講
師
を
務
め
、

37
人
が
参
加
し
た
。
福
田
先
生

は
司
会
も
務
め
た
。

　

今
次
改
定
率
は
、
本
体
は
プ

ラ
ス
改
定
と
し
な
が
ら
も
薬
価

や
材
料
費
の
引
き
下
げ
な
ど

に
よ
り
▲
１
・
44
％
と
な
り
、

２
０
１
４
年
度
改
定
を
上
回
る

マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
。

　

医
科
で
は
、
湿
布
薬
の
処
方

枚
数
制
限
に
よ
る
事
実
上
の

「
保
険
外
し
」
や
、
在
宅
時
医

学
総
合
管
理
料
等
の
算
定
方
法

の
複
雑
化
や
点
数
の
引
き
下
げ

な
ど
に
よ
り
医
療
現
場
に
混
乱

が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
紹

介
状
な
し
で
大
病
院
を
受
診
し

た
際
の
定
額
患
者
自
己
負
担
が

2016 年診療報酬改定研究会

導
入
さ
れ
る
な
ど
、
医
療
機
関

や
患
者
の
実
態
を
無
視
し
た
医

療
費
の
抑
制
を
目
的
と
す
る
不

合
理
な
改
定
と
な
っ
た
。

　

歯
科
で
は
、
「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
機
能
の
評
価
を
高
め

る
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
か
か

り
つ
け
歯
科
医
療
機
能
強
化
型

歯
科
診
療
所
」
な
ど
は
身
近
な

か
か
り
つ
け
歯
科
と
し
て
診
療

し
て
い
る
歯
科
医
療
機
関
に
は

施
設
基
準
が
厳
し
い
な
ど
多
く

の
問
題
点
が
あ
る
。

　

参
加
者
か
ら
は
算
定
要
件
の

変
更
点
や
複
雑
化
し
た
点
数
の

解
釈
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
相

次
い
だ
。

　

各
研
究
会
で
は
マ
イ
ナ
ス
改

定
に
抗
議
し
、
診
療
報
酬
の
大

幅
な
引
き
上
げ
と
患
者
窓
口
負

担
の
軽
減
を
求
め
る
決
議
を
採

択
し
た
。

　

ま
た
、
医
科
会
場
で
は

森
下
支
部
長
か
ら
、
歯
科

会
場
で
は
福
田
支
部
幹
事

か
ら
、
「
か
か
り
つ
け
医

以
外
の
受
診
時
に
追
加
定

額
負
担
」
「
市
販
品
類
似

薬
の
保
険
外
し
」
な
ど
政

府
が
ね
ら
う
新
た
な
患
者

負
担
増
計
画
を
紹
介
。
協

会
・
保
団
連
が
取
り
組

む
「
ス
ト
ッ
プ
！　

患
者

負
担
増
署
名
」
へ
の
協
力

が
呼
び
か
け
ら
れ
、
あ
わ

せ
て
１
２
３
筆
が
集
ま
っ

た
。

医科の講師を務める廣瀬支部幹事（左）と司会の森下支部長（右）

マイナス改定に抗議

　　診療報酬引き上げと窓口負担軽減を

　政府が次々と計画する患者負担増案を阻止し

ようと、協会は新たな「ストップ！　患者負担

増」請願署名に取り組んでいます。７月までに

３万筆をめざしています。

　患者さんにも政府の狙いを知らせ、患者負担

増をストップさせましょう。引き続き取り組み

ますが、お手元の署名をご返送ください。

　もう一回り、ご家族、スタッフ、患者さんへ

のお声かけをお願いします。

　署名用紙のご注文は、℡ 078-393-1807、

FAX078-393-1820 まで

 さらなる患者負担増は中止を！

署名にご協力ください

（左から）歯科の講師を務める福田・中西・小寺各支部幹事と鈴田理事
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「篠山市の医療をよくする会」対市交渉

た
。

　

懇
談
は
、
事
前
に
県
社
会
保

険
推
進
協
議
会
が
実
施
し
た

「
２
０
１
５
年
度
社
会
保
障
施

策
等
に
つ
い
て
の
自
治
体
ア
ン

ケ
ー
ト
」
へ
の
回
答
を
も
と
に

行
わ
れ
た
。

　

市
保
健
福
祉
部
は
、
国
保
に

つ
い
て
、
国
保
加
入
世
帯
の
所

得
階
層
は
１
０
０
万
円
未
満
が

４
７
７
７
世
帯
と
、
国
保
に
加

入
す
る
６
２
０
７
世
帯
の
３
分

の
２
以
上
を
占
め
る
現
状
か
ら

国
保
の
運
営
状
況
は
非
常
に
厳

し
い
と
説
明
。
こ
こ
２
年
間
は

国
保
税
を
据
え
置
い
て
い
た

が
、
４
億
円
ほ
ど
あ
る
基
金
の

う
ち
、
１
億
７
０
０
０
万
円
ほ

ど
を
繰
り
入
れ
て
も
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
と
し
た
。
保
険
税
滞

納
者
に
対
す
る
差
し
押
さ
え
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
調
査
を
行

い
、
悪
質
と
思
わ
れ
る
事
例
以

外
は
行
っ
て
い
な
い
と
し
た
。

　

２
０
１
９
年
か
ら
は
じ
ま
る

第
６
期
３
カ
年
介
護
保
険
事
業

計
画
に
つ
い
て
、
保

険
料
の
基
準
月
額
は

現
在
の
５
０
２
０

円
に
据
え
置
く
と

し
、
要
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
一
部
を
市
の
地

域
支
援
事
業
へ
移
行

す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
２
０
０
７
年
４
月

か
ら
実
施
予
定
で
あ

り
、
現
行
の
サ
ー
ビ

ス
の
削
減
は
「
今
の

と
こ
ろ
な
い
」
と
し

な
が
ら
も
、
今
後
、

国
な
ど
か
ら
の
財
政

支
援
も
な
い
ま
ま
市

が
単
独
で
行
っ
て
い
く
に
は
限

界
が
あ
り
、
民
間
事
業
所
の
協

力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実
を

す
す
め
て
い
る
と
し
た
。
ま

た
、
体
操
な
ど
を
推
奨
す
る
こ

と
で
、
介
護
保
険
を
利
用
す
る

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
努
力
し

て
い
る
と
し
た
。

　

会
か
ら
は
、
「
政
府
が
進
め

る
社
会
保
障
の
削
減
に
対
し
、

市
民
の
防
波
堤
と
な
る
役
割
と

な
る
の
が
市
だ
。
市
の
財
政
は

厳
し
い
か
と
思
う
が
、
市
民
第

一
の
視
点
で
医
療
・
介
護
の
充

実
を
図
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

「
介
護
保
険
は
今
で
さ
え
お
金

は
払
う
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
な
い
の
が
現
状
だ
。
介
護

が
必
要
な
方
が
介
護
保
険
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
市
役
所
窓
口

で
の
相
談
の
際
、
市
民
の
話
を

よ
く
聞
い
て
介
護
認
定
の
手
続

き
を
し
て
ほ
し
い
」
「
指
定
事

業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

低
下
さ
せ
な
い
よ
う
市
が
も
っ

と
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
」な
ど
、

市
民
が
安
心
し
て
医
療
・
介
護

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
要
請
し

た
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
が
参
加
す

る
「
篠
山
の
医
療
を
よ
く
す
る

会
」
は
３
月
29
日
、
国
民
健
康

保
険
・
介
護
保
険
に
関
わ
る
問

題
で
篠
山
市
と
懇
談
し
た
。
篠

山
市
か
ら
、
保
健
福
祉
部
保
健

総
務
課
・
倉
剛
史
部
長
ら
３
人

が
、
会
か
ら
は
４
人
が
出
席
し

交渉では市民第一の視点で医療・介護の充実を訴えた

市民が安心して

医療・介護を受けられるよう要請


